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ケア 労働にお け る教育 と職業 の 接合問題

生 産労働 との 対照性 に着目 して

居郷至伸 （帝京大学）

1．問題の所在

　保育や介護 とい っ た ケア
m

領域 へ の ニ
ーズは

高く、人手不 足が指摘 され る
一方で 、こ の 領域

で の就業には低賃金 や重労働が伴い 、良好 な就

業条件 ・環境下にあ る とは言い 難い 状況 にある 。

ケア の 担 い 手 を家族に 限定 した再生産領域で

の 充足に委ね る の で はなく、サ
ービ ス 財の 供給

を通 じた 商品化 された 労働＝職業 と して ケア

が営まれる こ とで、ケア労働者を養成 し輩出す

る教育の 社会的機能もま た 注 目が注 がれて い

る 。 では 、 こ の よ うな教育の 社会的機能 には、

果た して就業環境 を改善す る契機 を見 出す こ

とが で きるで あろ うか 。

　本発表で は 、 まずケア労働 には生産労働 を通

じ て 産出す る財 の 売買 とは同
一

に は で きない

性質を見出すこ とがで きる こ とを示 しつ つ
、 ケ

ア労働の 職業的特徴を提示す る。そ して、生産

労働 とは 異質な ケア 労働に従事す る者を い か

に して 送 り出 し て い るの か とい う点に注 目し

て 、教育と職業の接合が孕む問題 に つ い て 実践

事例や文献研究を踏まえて論 じる． さらに、ケ

ア労働 が 有す る商品化 と非商品化 の 両面 を架

橋する うえで 、教育に求めるべ きこ ととは何か 、

ケア に纏わ る実践や言説 を踏ま えつ つ 論点を

提示 する 。

ll．ケア労働の 特徴

　ケア が金銭的な対価 と引き換 えに 営まれ る

こ とは 、 ケア の 対象者 （幼児や高齢者）の 家族

成員以外 の 者で もこ の 労働 へ の 参入 が容認 さ

れ るこ とを意味する。商品化 を通 じた経済領域
へ の 組み込 みに よっ て、ケアは生産労働 と同

一

の 地平に置かれるこ ととな り、ケア に従事する

担い 手 の 拡張を可 能 とす る。しか しなが ら、ケ

ア は生命の 再生 産 に と っ て不 可欠な労働 と し

て 、 金銭的報酬を媒介にしなくて も原理的に成

立す る性質をもっ 。ケア に は経済活動を支える

原理には包含で きない 性質を帯びた 、 ま さに非

商品化 され た労働 として の 性 質を帯び るの で

あ り、貨幣的価値に よ らずケア の 質が一定水準

保たれ るこ とを望ま しい とする規範が適用 さ

れて もい る 。

　下表 に示 し た よ うな福祉 と経済の 両領域 の

対照性 を踏ま える と、職業として の ケア労働は

生産労働 とは異質な側 面を もちなが ら経済領

域に組み込まれて い るとい え る。福祉領域 と経

済領 域の 対照性 を踏ま え つ つ も双 方 を架橋 し

て い くとい う課業 に職 業 として の ケア 労働 は

対峙 して い るの で ある。

　　表 福祉と経済両領域の対照性

【福祉領域】　　　　　　　　　　　【経済領域】

生命の再生産 活動 モノ・サ
ー
ビ
’
スの生産　　　　　　幽圏．

家族・福祉施設
．．．．．．．．．．．．．．．．
場・担い手 市場 企業　　　　．．．．．．．

「互恵性憶 原理 「金銭を通じた分配」蓬

．．．．．．．．．．．圓閥胴

　　非商品化
　　國．．
労働（力）

．．．．．．．．膠．F
　 商品化．

　　脱商品化 政策

．．

　　再商品化

来の概念は、G，　Esping−Andersen（1999＝ 2eOO：65）より引用．

接客サービス として の ケア労働

　ケ ア 労働の 特徴を生産労働 との 異質性 を踏

まえて 了解する うえで はさらに、こ の 労働が対

人接客サ
ービ ス と して の 様相 を帯び る点 にも

留意すべ きで あろ う。鈴木和雄 （2012）が論 じ

て い る よ うに、サービ ス 提供の 対象 を顧客 とし

て扱い 働きか ける こ とで 、その 労働過程や統制

形態 は顧客の 意思や感情の あ りよ うか らも影

響を うける 。 顧客の 存在 は経営管理側が設 ける

細部 の 規定をこ え る特殊 的で 偶発的出来事 へ

の 対応を必要 と し 、 ケ ア 労働者の 自律性、自発

性の 発揮 に向 けた裁 量権 の 付与 に もつ なが っ

て い る 。 同時に、ケア を求める顧客側 （保護者

や肉親を含む） へ の 配慮の 意味合い も含んだ労

働者 の 演技や、自身が設けたイン フ ォ
ーマ ル な

感情規則 （ジ ェ ン ダー規範も多分 に反映 されて

い る）に従っ て行われ る感情管理 も見い だせ る。

接客業務 として 立 ち現れ る顧客 との 相互行為

を通 じて 、職業として の ケア 労働 には、経営者

側 に よるサー ビス 提 供に伴 うコ ス ト増へ の 対

応 と 、 労働者側の 裁量性や 自律性の 発揮に起因

す る統制 困難 な問題 へ の 対応を伴い なが ら進

展 して い るとい えよ う。

皿．ケア労働へ の接合にお ける教育の 機能

　前節にみた福祉 と経済の 両領 域の 対照性 を

架橋 し、感情労働を伴 う接客サービ ス として の
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特徴を有するケア労働は、商品化／非商品化の

境界が不明瞭な性質を帯び て い る。こ の 不明瞭

性 は、働き手にや りがいや望ま しい 精神状態を

生み出すこ とで満足 を与える源泉 ともなるが 、

有償 と無償 の 線引きを曖昧に させ る こ とで長

時間 ・低賃金労働を温存させ る こ とに も寄与 し

て しまっ て い る 。 では、こ の ような問題 を内包

す るケア 労働に対 し、養成か ら賃労働の 担い 手
へ と接合 して い く役割を担 う教育には何 が期

待で きるの であろ うか 。

　教育機 関はケア 労働に従事する適格者を認

定する役割を担 い 、 ケアサービ ス の担い 手を調

達する過程に関与す る営みで ある。ケア活動は

誰 もが 自由に行え るわ けで は ない こ とを鑑み

る と、 資格の 付与 を通 じたケア労働者の養成 と

配分は教育に求め られる重要な機能とい える。

そ して、資格認定と連動す る教育カリキ ュ ラム

に は保育や介護 に従事す る上で 必 要 と され る

知識や実践の 基盤 となる技能 を習得すべ く編

成されて い る科 目群と、ケアサ
ー

ビス が営まれ

る場 に参加 し担い 手 として 経験をする実習系

の 科目がある。

　職業との 接合の あ り方を検討す る うえで 注

目すべ きは、実習系科 目が導入 された意図や意

義に つ い て ケ ア 労働の養成に関す る文献が記

して い る内容で ある 。 実習を必修 とする意図 と

して 、ケア 労働市場にお ける実践の場に い きな

り放出する の で はなく、教育の場 を通 じて経験

をす る こ と で ケア 労働の 意味や難 しさに 触れ

るとい う配慮 が働い て い る 旨が読み取れ る。言

い 換えれ ば、ケア の 対象者との 関わ りには正解

はな く、 学校で習得した技術や知識は、ケア対

象者の 思い を汲み取 り、配慮で きる担い手 とな

るこ とで有意義 となる の で あ り、養成期間で は

完成 しない とい うこ とで ある 。 こ の よ うな実習

科 目の 受講 に よる実践 を通 じて対人関係 の 大

切 さを学び、学校で学ん だ知識やス キル だ けで

は通用 しな い こ とを 自覚 させ る とい う教 育上

の意図に支え られた養成 の あ り方は、職業社会

との 接合とい う観点か らみると、次の よ うな難

点 を抱えて い る とい えるの で はない だろ うか 。

　それは、教育の 場で是認 された行動様式や教

育的配慮の もとに構成 され る論理 が、先述 した

問題 を抱える就業環境下で 働 く主体 と共振す

る形で 、 福祉 と経済を架橋する人材の輩 出に寄

与 して しま っ て い るとい うこ とで ある 。

IV，まとめ と考察

　こ の よ うなケア労働者の養成に纏わる 、 養成
の 担い 手 に とっ て は意 図せ ざる接合性が孕む

問題に対 して 、教育に期待すべ きこ ととは何で

あろ うか 。 ケア労働 の 商品化 と教育の 未来 を考

え る うえで 、決 して良好な就業機会 とは い えな

い ケア労働に従事する者に と っ て は、職階 と賃

金 が連動 して 上昇 して い くキ ャ リア ラダー型

の 職場が 増 えて い くこ とに展望 を求 める こ と

に なるだろ うか 。

　た しか に、ケア 労働 に従事す る者のなか には

対象者と直接関わ るこ となく、 生活上の雑務を

処理す る縁辺 的 ・周辺 的業務を担 う者をは じめ、

職域 の 狭い 職 務で働 くこ とに終始する こ とで

低賃金労働に据え置かれ る働き手 も存在す る。

こ の よ うなケア労働者 に とっ て は、最低賃金の

引き上 げや適正 な就業ル ール の整備 と併せ て 、

効力 ある方策なの か もしれない 。

　だが、ケア 労働 をめぐっ て は、資格要件を緩

和する動きや従来は 専門職が 行 っ て い た業務

を機械や顧客側に任せ る労働移転 （鈴木 前掲

書）に よ り、ケア 労働従事者の 技能的要件を低

めて人 手不足 を解消 させ よ うとす る流れ が今

後 も求め られて い くで あろ う。 また、地域住民

の 相互 扶助に よ りケア労働従事者 （そ して家

族）の ケア に要する負荷を低め よ うとす る実践

もみ られ る。ケア労働に対 して技術機能主義と

人的資本論的視点に基づ き底上 げを図る ア プ

ロ ーチ とは 異な っ た職業 と教育の 接合の あ り

方を考えるうえで、こ の よ うな動向は示唆的で

ある 。 本発表では、ケア労働に従事 しっ っ 副業

を可能 とす る働 き方 も想定 した場合 の 教育の

目的や役割 につ い て も論じる予定で ある。

注）本発表 で はケア を 「子 ども、障害者、高齢者な

　ど 『依存的な存在を世話する労働 』を指す概念 」

　 （山根純佳 2011：103）と して 用 い る。ケ ア に は 非

　商品化 された労働 として の 側面 と商品化された側

　面があ り、 職業と して ケ ア ワーク が直面する問題

　を考察する目的を踏まえて ケア 労働 と表現する。
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